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A2橋台配筋図(その1) S=1:50

A2橋台配筋図(その1)

注）1.特記無き曲げ内径は2.5φとする。
　  2.< > 内寸法は鉄筋中心での寸法を示す。
    3.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、
　    下記の基準等を満足すること。
　      ①道路橋示方書・同解説(H24.3 日本道路協会)
　      ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
　  　　   (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
　    なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
　    と半円形フックの設置方向を変更してもよい。
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A2橋台配筋図(その2)

A2橋台配筋図(その2)

注）1.特記無き曲げ内径は2.5φとする。
　  2.< > 内寸法は鉄筋中心での寸法を示す。
    3.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、
　    下記の基準等を満足すること。
　      ①道路橋示方書・同解説(H24.3 日本道路協会)
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　  　　   (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
　    なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
　    と半円形フックの設置方向を変更してもよい。
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A2橋台配筋図(その3) S=1:50

A2橋台配筋図(その3)

注）1.特記無き曲げ内径は2.5φとする。
　  2.< > 内寸法は鉄筋中心での寸法を示す。
    3.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、
　    下記の基準等を満足すること。
　      ①道路橋示方書・同解説(H24.3 日本道路協会)
　      ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
　  　　   (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
　    なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
　    と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

A
9 D13

2
1
50

1
5
0

1
7
5 1
5
0

6
@
2
50

=
1
5
00

1
7
5

2
1
50

1
5
0

1
7
5

1
5
0

6
@
2
50

=
1
5
00

1
7
5

A
3 D16

A
3 D16

A
8 D13

A
11 D13

A
4-1 D13

A
5-1 D13

P
6 D13

P
4 D16

P
7 D13

5
0
0

15
0 1
9
71
5
3

A
6-1 D16

7 - 7
8360

74 229 26@250=6500 2283@250

=7502@147

=294

285

8524

7926@250=6500
163

303 229

5@250

=1250

P
2 D16

4 - 4
8360

72 231 26@250=6500 2283@250

=7502@147

=294

285

P
8 D13

8398

7915727@250=6750
131

303 228

3@250

=750

A
6-5 D16

2
1
50

1
5
0

1
5
0

A
6-4 D16

A
7-1 D16

5 - 5
8360

74 229 8@250=2000

8524

3898@250=2000
163

303 229

3@250

=750

2
0
0

190
2@185

=370

2@170

=3408@250=2000210

3@180

=540

210
3@180

=540

2@170

=340

2@185

=370
3@180

=540

8@250=2000 190

A
10 D16

A
9 D13

2
1
50

1
5
0

1
5
0

2
1
50

1
5
0

1
5
0

A
8 D13

A
4-2 D13

A
5-2 D13

6 - 6
8360

74 229 8@250=2000 1867

8524

3898@250=2000
163

303 229

5@250

=1250

1
8
50

1
8
50

190
2@185

=370540

2@170

=3408@250=2000210540

210540
2@170

=340
2@185

=370

540 8@250=2000 190

228 285
310 250

260

140

244

150

220
280

3@180

=540

3
@2
50

=
75
0

3
@
1
80

=
5
40

2
@
18
0

=
36
0

2
1
50

1
5
0

1
5
0

2
0
0

3
@2
50

=
75
0

3
@
1
80

=
5
40

2
@
18
0

=
36
0

1
6
50

5
0
0

5
0
0

1
6
50

A
7-2 D16

A
7-3 D16

A
7-4 D16

A
7-5 D16

12

3

12

3

4 4

56 5 6

7 7

8 8

9

10

9

10

位置図

9
1

<
1
2
3>

<8001>

9
1

<
1
2
3>

8092

<120>

166

<120>

166
A
4-1 18-D13 X 8490

9
1

<
1
2
3>

<8003>

9
1

<
1
2
3>

8094

<120>

166

<120>

166
A
4-2 1-D13 X 8490

9
1

<
1
2
3>

<8142>

9
1

<
1
2
3>

8233

<120>

166

<120>

166
A
5-1 18-D13 X 8630

9
1

<
12
3>

<8144>

9
1

<
12
3>

8235

<120>

166

<120>

166
A
5-2 1-D13 X 8630

A
6-1 26-D16 X 4000

<1754>

<7
5>

<
1
0
48
>

1866

1
10
4

<75>

<
1
0
48
>

A
6-2D16

A
6-3D16

A
6-2 4-D16 X 1440

<902>

<7
5>

<
1
0
48
>

958

1
10
4

<75>

<
1
0
48
>

<312>

368

A
6-3 4-D16 X 2030

A
6-4 6-D16 X 4500

<2232>

<7
5>

<
1
0
59
>

2344

1
11
5

<75>

<
1
0
59
>

A
6-5 8-D16 X 4500

<2149>

<7
5>

<
1
1
01
>

2261

1
15
7

<75>

<
1
1
00
>

R=65
127°23′

52°37′

194

1
89
5

248

<156>
<66

>

<2
25
4>

<87>

<156>

A
8 18-D13 X 2720

242

197

<156>

<85>

<2
17
2>

<69
>

<156>

A
9 18-D13 X 2640

R=65
124°31′

55°29′

1
8
95

受託者名

作成年月 平成31年 3月 番 号 葉之内

東洋技研コンサルタント株式会社

奈良国道事務所

近畿地方整備局

設 計 年 月

縮  　　尺

図  面  名

工  事  名

葉之内図面番号図示

平成　31　年　3 月

1
10
4

1
15
6



A2橋台配筋図(その4)

注）1.特記無き曲げ内径は2.5φとする。
　  2.< > 内寸法は鉄筋中心での寸法を示す。
    3.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、
　    下記の基準等を満足すること。
　      ①道路橋示方書・同解説(H24.3 日本道路協会)
　      ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
　  　　   (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
　    なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
　    と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

A2橋台配筋図(その4) S=1:50
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A2橋台配筋図(その5) S=1:50

A2橋台配筋図(その5)

注）1.特記無き曲げ内径は2.5φとする。
　  2.< > 内寸法は鉄筋中心での寸法を示す。
    3.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、
　    下記の基準等を満足すること。
　      ①道路橋示方書・同解説(H24.3 日本道路協会)
　      ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
　  　　   (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
　    なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
　    と半円形フックの設置方向を変更してもよい。
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A2橋台配筋図(その6) S=1:50

A2橋台配筋図(その6)

注）1.特記無き曲げ内径は2.5φとする。
　  2.< > 内寸法は鉄筋中心での寸法を示す。
    3.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、
　    下記の基準等を満足すること。
　      ①道路橋示方書・同解説(H24.3 日本道路協会)
　      ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
　  　　   (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
　    なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
　    と半円形フックの設置方向を変更してもよい。
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A2橋台配筋図(その7) S=1:50

A2橋台配筋図(その7)

注）1.特記無き曲げ内径は2.5φとする。
　  2.< > 内寸法は鉄筋中心での寸法を示す。
    3.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、
　    下記の基準等を満足すること。
　      ①道路橋示方書・同解説(H24.3 日本道路協会)
　      ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
　  　　   (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
　    なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
　    と半円形フックの設置方向を変更してもよい。
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摘　　要
質    量

(kg)
形　　状

1本当り質量

(kg)
本数

単位質量

(kg/m)
径種別

長　さ

(mm)

鉄筋質量表

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

1418

U1

U2

U3

U4

204

U5

摘　　要
質    量

(kg)
形　　状

1本当り質量

(kg)
本数

単位質量

(kg/m)
径種別

長　さ

(mm)
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機械式鉄筋定着工法数量表
個所数

0＜L≦1m 1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m

D13

D16

D19

D22

D25

小　計

合　計

72

25

26

72 206 77

355

52

180

A2橋台配筋図(その8)

A2橋台配筋図(その8)
注）1.特記無き曲げ内径は2.5φとする。
　  2.< > 内寸法は鉄筋中心での寸法を示す。
    3.※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、
　    下記の基準等を満足すること。
　      ①道路橋示方書・同解説(H24.3 日本道路協会)
　      ②機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
　  　　   (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
　    なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
　    と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

受託者名

作成年月 平成31年 3月 番 号 葉之内

東洋技研コンサルタント株式会社

奈良国道事務所

近畿地方整備局

設 計 年 月

縮  　　尺

図  面  名

工  事  名

葉之内図面番号図示

平成　31　年　3 月

F12-3

F12-4

F13-3

F13-4

※

※

※

※

※

kg

kg

kg

kg

kg

    4.☆鉄筋は上部工施工鉄筋を示す。

下部工施工鉄筋

摘　　要
質    量

(kg)
形　　状

1本当り質量

(kg)
本数

単位質量

(kg/m)
径種別

長　さ

(mm)

上部工施工鉄筋

D19 6000 34 2.25 13.50 459

D19 6000 34 2.25 13.50 459

D16 6000 14 1.56 9.36 131

D13 8490 18 0.995 8.45 152

D13 8490 1 0.995 8.45 8

D13 8630 18 0.995 8.59 155

D13 8630 1 0.995 8.59 9

D16 4000 26 1.56 6.24 162

D16 1440 4 1.56 2.25 9

D16 2030 4 1.56 3.17 13

D16 4500 6 1.56 7.02 42

D16 4500 8 1.56 7.02 56

D16 9910 8 1.56 15.46 124

D16 2070 2 1.56 3.23 6

D16 2560 2 1.56 3.99 8

D16 2570 2 1.56 4.01 8

D16 1080 2 1.56 1.68 3

D13 2720 18 0.995 2.71 49

D13 2640 18 0.995 2.63 47

D16 2140 25 1.56 3.34 84

D13 2110 52 0.995 2.10 109

D16 2000 27 1.56 3.12 84

D16 2000 21 1.56 3.12 66

D16 1830 6 1.56 2.85 17

D25 3500 68 3.98 13.93 947

D16 8010 9 1.56 12.50 113

D16 8010 1 1.56 12.50 13

D16 8020 12 1.56 12.51 150

D16 8020 3 1.56 12.51 38

D13 650 9 0.995 0.65 6

D13 640 9 0.995 0.64 6

D13 470 72 0.995 0.47 34

D16 1920 31 1.56 3.00 93

D16 2320 2 1.56 3.62 7

D16 2250 3 1.56 3.51 11

D16 2170 28 1.56 3.39 95

D16 2610 3 1.56 4.07 12

D16 2550 3 1.56 3.98 12

D13 7620 7 0.995 7.58 53

D16 500 26 1.56 0.78 20

☆H2

227

H1

96

J1 D16 510 120 0.80 961.56

D22 kg

上部工施工鉄筋総合計 kg

55

55

S=1:50

kg

kg

kg55

F1-5 （平均長）

D29 8870 13 5.04 44.70 581

D29 8990 11 5.04 45.31 498

D29 9110 11 5.04 45.91 505

D29 2630 2 5.04 13.26 27

D35 7350 13 7.51 55.20 718

D35 7450 11 7.51 55.95 615

D35 7560 11 7.51 56.78 625

D35 3640 2 7.51 27.34 55

D35 2620 2 7.51 19.68 39

D29 3640 2 5.04 18.35 37

D29 9140 25 5.04 46.07 1152

D29 9300 21 5.04 46.87 984

D29 9460 21 5.04 47.68 1001

D25 4780 13 3.98 19.02 247

D25 4850 11 3.98 19.30 212

D25 4910 13 3.98 19.54 254

D19 7800 22 2.25 17.55 386

D22 8190 20 3.04 24.90 498

D25 7800 22 3.98 31.04 683

D16 8260 13 1.56 12.89 168

D13 1900 22 0.995 1.89 42

D13 1900 40 0.995 1.89 76

D19 8380 7 2.25 18.86 132

D19 7600 7 2.25 17.10 120

D19 8000 4 2.25 18.00 72

D19 6020 4 2.25 13.55 54

D19 6000 3 2.25 13.50 41

D19 8020 3 2.25 18.05 54

D19 8000 4 2.25 18.00 72

D19 5560 4 2.25 12.51 50

D19 6000 3 2.25 13.50 41

D19 7560 3 2.25 17.01 51

D22 1910 180 3.04 5.81 1046

D13 1780 26 0.995 1.77 46

D29 4500 10 5.04 22.68 227

2052

5012

2343

1544

1991

1641

792

15387

D22 2270 8 3.04 6.90 55



A2橋台踏掛版配筋図 S=1:50

A2橋台踏掛版配筋図
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摘　　要
質    量

(kg)
形　　状

1本当り質量

(kg)
本数

単位質量

(kg/m)
径種別

長　さ

(mm)

鉄筋質量表

S1-1

S1-2

S2-1

S2-2

S3 （平均長）

S4 （平均長）

S6

4374 kg

D25 kg

D22 kg

D13 kg

総合計 kg

S5

Φ9 12 kg

Φ9 970 26 0.499 0.48 12

S1-3

S2-3

（平均長）

4374

受託者名

作成年月 平成31年 3月 番 号 葉之内

東洋技研コンサルタント株式会社

奈良国道事務所

近畿地方整備局

設 計 年 月

縮  　　尺

図  面  名

工  事  名

葉之内図面番号図示

平成　31　年　3 月

3766.5 3766.5

3931 3931
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05
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0
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1

D25 8310 49 3.98 33.07 1620

D25 8120 1 3.98 32.32 32

D25 5270 3 3.98 20.97 63

D22 8320 25 3.04 25.29 632

D22 8130 1 3.04 24.72 25

D22 5280 1 3.04 16.05 16

D22 8110 43 3.04 24.65 1060

D22 8110 22 3.04 24.65 542

D13 760 489 0.995 0.76 372
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